
NO.118 （12）日 高 市 議 会 だ よ り

地
域
防
災
に
つ
い
て

�

加
藤　

大
輔

個
人
情
報
保
護
法
改
正
へ
の
対
応
に

つ
い
て

�

田
中　

ま
ど
か

一
般
質
問
の
要
旨

防災訓練（公民館の備蓄品とダンボールパーテーション）

質問する子ども議員

問　

昨
年
５
月
の
個
人
情
報

保
護
法
改
正
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
自
治
体
が
個
々
に
運
用

し
て
き
た
個
人
情
報
保
護
制

度
が
、
来
年
度
か
ら
国
に
よ

り
一
元
化
さ
れ
る
。
市
の
法

規
と
市
民
へ
の
影
響
は
。

答　

市
の
個
人
情
報
保
護
条

例
は
、
法
律
が
直
接
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
意
義
を
失

う
た
め
廃
止
し
、
新
た
に
法

律
施
行
条
例
を
制
定
す
る
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例
も
役
割
が
縮
小

す
る
こ
と
か
ら
一
部
改
正
す

る
。
本
市
の
個
人
情
報
保
護

制
度
は
も
と
も
と
法
律
に
準

拠
し
て
い
る
た
め
、
市
民
生

活
へ
の
大
き
な
影
響
は
な
い
。

開
示
期
限
、
手
数
料
等
、
市

の
裁
量
事
項
に
つ
い
て
も
現

在
と
同
じ
水
準
で
検
討
中
で

あ
る
。

　

消
防
団
協
力
金
に
つ
い
て

問　

各
区
・
自
治
会
か
ら
集

め
ら
れ
、
区
長
会
か
ら
消
防

団
に
贈
呈
さ
れ
て
い
る
協
力

金
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

　
�

こ
ど
も
基
本
法
を
踏
ま
え

た
子
ど
も
・
若
者
政
策
に

つ
い
て

問　

来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
ど
も
基
本
法
に
明
記
さ

れ
た
、
子
ど
も
の
意
見
表
明

権
の
保
障
の
た
め
、
子
ど
も

ア
ド
ボ
カ
シ
ー
制
度
を
導
入

す
る
考
え
は
。

答　

ア
ド
ボ
ケ
イ
ト
は
、
子

ど
も
の
最
善
の
利
益
を
実
現

す
る
上
で
重
要
な
役
割
だ
が
、

ま
ず
は
子
ど
も
の
権
利
の
擁

護
に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
、
子
ど
も
、
子

ど
も
と
関
わ
る
大
人
の
ほ
か
、

広
く
市
民
に
周
知
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

答　

団
へ
の
謝
意
を
表
す
区

長
会
の
自
発
的
な
協
力
金
だ

が
、
違
法
と
な
る
余
地
が
あ

る
と
い
う
判
例
も
あ
り
、
今

後
、
疑
義
を
招
か
な
い
よ
う

適
正
に
対
応
す
る
。

問　

協
力
金
で
機
材
や
教
材

が
購
入
さ
れ
て
い
る
。
団
員

の
安
全
と
技
術
向
上
の
た
め
、

本
来
は
市
で
予
算
化
す
べ
き

も
の
で
は
な
い
か
。

答　

適
切
な
予
算
措
置
に
努

め
て
い
く
。

　

子
ど
も
議
会
に
つ
い
て

問　

12
人
の
子
ど
も
議
員
以

外
の
児
童
へ
の
効
果
は
。

答　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
や
学
校
だ

よ
り
等
を
通
じ
何
ら
か
の
形

で
関
わ
り
を
持
た
せ
て
い
る
。

問　

先
進
自
治
体
の
よ
う
に
、

事
前
に
対
象
学
年
全
員
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
出
前
講

座
を
行
う
考
え
は
。

答　

教
職
員
の
負
担
軽
減
等

の
観
点
か
ら
新
た
な
取
り
組

み
は
困
難
だ
が
、
授
業
な
ど

を
通
じ
て
よ
り
高
い
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

問　

災
害
の
際
、
自
主
防
災

組
織
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、

第
一
に
ご
近
所
の
方
々
の
安

否
確
認
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

防
災
訓
練
実
施
の
評
価
は
。

答　

災
害
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
は
、
行
政
に
よ
る
公
助

は
大
事
だ
が
、
ま
ず
は
自
分

の
身
を
自
分
で
守
る
自
助
、

ご
近
所
の
人
と
助
け
合
う
共

助
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
た
が
、
い

つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
へ
の
備
え
と
し
て
、
訓
練

が
必
要
で
あ
る
と
総
合
的
に

判
断
し
、
３
年
ぶ
り
の
訓
練

を
実
施
し
た
。
多
く
の
区
、

自
治
会
の
参
加
に
よ
り
安
否

確
認
訓
練
が
実
施
で
き
た
こ

と
は
、
改
め
て
防
災
意
識
の

再
確
認
と
高
揚
に
つ
な
が
り

有
意
義
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

問　

自
主
防
災
組
織
同
士
の

情
報
交
換
の
機
会
、
市
と
自

主
防
災
組
織
の
役
割
分
担
な

ど
検
討
す
る
機
会
は
あ
る
か
。

答　

防
災
に
関
す
る
基
礎
講

座
や
図
上
訓
練
等
の
機
会
を

利
用
し
て
情
報
交
換
や
市
と

の
役
割
分
担
な
ど
を
話
し
合

う
場
の
設
置
を
検
討
す
る
。

　

�

海
外
留
学
擬
似
体
験
事
業

に
つ
い
て

問　
「
留
学
体
験
１
Ｄ
Ａ
Ｙ

ツ
ア
ー
」
実
施
の
評
価
は
。

答　

生
徒
、
教
員
か
ら
は
事

業
全
般
に
好
意
的
・
肯
定
的

な
意
見
が
あ
り
、
報
道
機
関

の
方
々
か
ら
は
他
の
自
治
体

に
な
い
独
創
的
な
取
り
組
み

を
評
価
い
た
だ
い
た
。
来
年

度
以
降
も
本
事
業
を
実
施
し
、

本
市
の
目
標
で
あ
る
実
用
英

語
技
能
検
定
３
級
以
上
の
合

格
率
向
上
や
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
活
躍
す
る
人
材
育
成
に

繋
げ
て
い
く
。

問　

参
加
で
き
な
か
っ
た
生

徒
へ
の
対
応
は
。

答　

課
題
と
し
て
検
討
す
る
。

　

市
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

問　

初
年
度
運
用
の
評
価
は
。

答　

体
格
や
泳
力
に
合
わ
せ

た
授
業
が
可
能
に
な
り
、
一

般
利
用
で
も
子
ど
も
か
ら
年

配
の
方
ま
で
多
く
の
人
が
楽

し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

総
体
的
に
日
高
市
公
共
施

設
再
編
計
画
の
基
本
的
考
え

方
に
掲
げ
る
「
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
的
提
供
」、「
持
続

可
能
な
行
政
運
営
の
実
現
」

等
の
目
的
を
達
成
で
き
た
。

問　

感
染
症
対
策
、
熱
中
症

対
策
は
。

答　

健
康
確
認
、
消
毒
、
強

制
換
気
等
の
対
策
、
入
場
者

数
の
上
限
設
定
を
行
っ
た
。

　

高
気
温
、
高
水
温
の
場
合

は
、
休
憩
時
間
を
増
や
し
、

休
憩
と
水
分
補
給
を
促
し
た
。


